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夏まつり！ 第 10 回地域交流カフェ 

●日時 8 月 22 日(火)、12 時～3 時 

●場所 さんしょうリビング 

焼きぞば、かき氷、綿あめ、ところてん、すいか割り… 

内中偉雄さんの「からくり人形」上演 

参加自由、ぜひご参加ください。 

発行・一般社団法人幸樹会「幸樹」編集委員会 

……………幸樹会事業所……………… 

からたち薬局・介護ショップからたち ☎047-710-2785 
あんず訪問看護ステーション ☎047-701-5559 
あんず居宅介護事業所 ☎047-701-5558 
ケアステーションゆず ☎047-701-5506 
看護小規模多機能型居宅介護さんしょう ☎047-710-0331 

〒270-2254 千葉県松戸市河原塚 411-1 幸樹会館 
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愛知県生れ。文化学院デザイン科卒業後、グラフィックデザインの世界へ。食品関係・洗剤関係の仕事を経

てパッケージのアートディレクター（ＡＤ）になる。リタイア後に趣味で始めたバードウォッチングにはま

り、10 年間鳥の絵を描いてきました。さんしょうのご利用者です。 



内中偉雄さんとからくり人形 

地域の歴史を発掘し、多彩な 

物づくり能力で地域に貢献する 

内中
うちなか

偉
ひで

雄
お

さんにインタビュー 
河原塚在住の内中偉雄さ

ん（74）は、昨年１２月に完

成し出版した『わが街河原塚 

いまと昔の物語』（写真左）

の編纂事業で、中心的な役割

をされました。地域の歴史を

調べてまとめるという、「文

系」の仕事ですが、物づくり

においても、楽器の琵琶やか

らくり人形、さらには熊野神

社の菅原道真公のお社までつくりました。どうしてそ

ういうのができるのか、詳しく聞きました。 
  

 ――河原塚の地域史編纂事業では、企画から調

査、執筆と、ほとんど内中さんがやられたそうです

が、大変だったでしょう。 

 内中 やろうと言い出したのが私ですから…。仕

事がジャーナリストで、毎日いろいろ調べたりイン

タビューして原稿を書いていたので、慣れています

から、難しいことではないですよ。毎月の町会回覧

が３６回で３年間、準備も含めて４年がかりという

のは最初からわかっていて、そういう覚悟で臨みま

した。 

 ――どうしてそれをやろうとなったのですか。 

 内中 私が河原塚南山自治会の会長をしていたと

き、熊野神社のお祭りに町会として参加のお誘いを

受けて参加したのがきっかけで、氏子の仲間入りを

させていただきました。地主さんたちとの飲み会が

ぐっと増えて、いつも河原塚の昔のことが話題にな

るわけです。それを「いまのうちに記録に残してお

こうよ。みなさんが話してくれれば、文章は私がま

とめるから」といって、３年ぐらいかかってやろう

となったわけです。 

 ――氏子の飲み会からあの本ができていったので

すか。すごいですね。 

 内中 和歌山県出身の私が河原塚に引っ越してき

たのはいまから３７年前です。すでに宅地開発がか

なりすすんでいて、小学校も中学校もできていまし

た。春木川が清流でタナゴがいた、ホタルもいたと

いう話は新鮮です。周りにも地方出身の方がたくさ

んいるので、その人たちに伝え、そして記録に残し

て末永く後世に伝えていきたいと思ったわけです。 

ただ、そういう話は河原塚だけのことではなく、松 

 

戸市内どこでも同じです。どの地域でも歴史はあるが、

ややもすると消えかかろうとしている。ほかの地域で

も、いまのうちにぜひ挑戦してほしいですね。河原塚

では今回、わかることをすべて記録に残しましたが、

歴史の専門家がいたわけではないです。町会長４人を

含む１４人の編纂委員は、全員が専門家ではありませ

ん。それでも努力すれば、この程度のことはできるわ

けです。 

 ――調べていくなかで、いくつもの大きな発見が

あったそうですね。 

 内中 ３万年前から人が暮らしていたとか、江戸時

代の領主が新見（しんみ）さんという旗本だったとか、

熊野神社の末社に菅原道真公の祭神があるとか、地主

さんも知らないことがたくさん分かりました。努力す

れば新しい発見がある。だからやっていて楽しかった

ですよ。 

 ――菅原道真公の社は、その発見があって造られた

のですか。 

 内中 道真公の祭神発見は編纂委員会の仕事です

が、せっかくすごいのを発見したのだから、それをど

う祀るか、今度は氏子の出番です。総代さんたちが「実

在した有名な神様にふさわしい祀り方をしよう」と

なったわけです。そこで社は私が造りましょうと手を

上げた。編纂委員ではなく氏子としてです。買ったら

大変ですから。 

 ――簡単に言いますが、そんなに簡単にできるもの

ですか。 

 内中 簡単にはできないです。小さくとも、釘は１



菅原道真公の社（熊野神社） 

本も使わず、本格的な神社と同じ木組みで造っていま

すから。組んでしまえばバラけないように、見えない

ところでも中で複雑な木組みをしています。設計も含

めて半年かかりました。 

 ――昔、そういうお仕事をしていたという訳ではな

いでしょう。 

 内中 ３５年ほど前に、八柱学童保育所の子ども神

輿を作ったわけです。お父さんたちと一緒に。それ以

来社寺建築に興味を持って、神社やお寺の造り方を勉

強してきました。造れるという見通しがあったわけで

す。熊野神社の本殿

を造った宮大工とい

までも懇意にしてい

て、道真公の社造り

の話をしたら、「内中

さんならできるか

ら、やってみな」と

いって、背中を押し

てくれました。 

 ――お社のことはわかりました。ほかにも楽器の琵

琶やからくり人形も作っていらっしゃるそうですね。 

 内中 １２年前に退職して、まず作ったのは琵琶の

撥（ばち）です。そして筑前琵琶、そのあと４年前に

からくり人形ですね。お茶を運ぶ。それまでも子ども

神輿や料理舟、竹の釣り竿などを作っていましたが、

物作り人生の集大成として、難しいからくり人形に挑

戦しようと、退職前から計画し、準備してきました。

撥とか琵琶作りが入って、なかなかできず、やっと作

りましたが、予想したほど難しくはなかったわけです。

これで物作りの集大成とはいかないと思っていたら、

社造りがあって、これはやりがいのある作業でした。 

 ――料理の舟も作っているのですか。 

 内中 釣ったタイを姿造りにして舟に盛り付けよ

うとね。東京のかっぱ橋道具街へ見にいったら、どれ

もこれもおもちゃですよ。こんなのに自分で釣ったタ

イを盛るわけにはいかないと思って、和舟と同じデザ

インで作ったわけです。４キロぐらいのタイでも乗り

ますよ。 

 ――大きいタイを釣ったら、ぜひ「さんしょう」で

舟盛りにして振舞ってほしいですね。 

 内中 いま御宿沖でタイがよく釣れていますから、

大丈夫でしょう。 

 ――それに、からくり人形も披露してほしいし、河

原塚史をまとめた話も、講演してほしいと思います。 

 内中 また忙しくなりますね。 

   （聞き手 中野三代子） 

 （『わが街河原塚 いまと昔の物語』は千葉日報社で

発行し、書店で発売しています） 

インタビュー後、内

中さんは約束通り５㎏

超の大鯛を釣り上げ、

さんしょうの利用者に

舟盛りをご馳走してく

ださいました。ありが

とうございました。 

ツバメが巣立ちました！ 
６月になった頃、幸樹会館のピロティーや庇の辺り

をうかがうように、ツバメが飛び回っていました。も

しかして巣作りする場所を探している…？ 選ばれ

た場所は職員玄関の脇。ちょうど空調の排気口の上で、

風雨の当たらない場所です。なるほど！ここならヒナ

が生まれても落ちる心配がないですね、感心。幸樹会

の職員みんなで『新規ご利用者様』として迎え入れ、

ケアステーションゆずのブログでも紹介させていた

だきました。 

職員玄関を出入りするたびに「巣がおおきくなりま

したね」「タマゴがうまれた？」「ヒナがかえった？」

「3羽いるね」「んん？4羽いるよ！」「キャー！私の傘

にウ〇チが!」など毎朝の話題になりました。 

「ツバメが巣を作ると幸せになる」というそうです。

渡り鳥のツバメは居心地のよい場所・環境を察する能

力が高いとされ、「安心安全な場所として認められた」

という意味で「幸せ」というのでしょう。幸樹会館も

間もなく一年が過ぎようとしています。この間、地域

の方・ご利用いただいた方に「安心･安全な場所」とし

て認められたと信じています。７月 20 日、４羽は無事

巣立ちました。ツバメさん！来年のご利用をお待ちし

ております。 （ケアステーションゆず副所長・淺尾いずみ） 



三姉妹!? 

ブルーベリー摘みは大人気 

 

あんず畑 枝豆収穫祭 

7 月 22 日（土）、枝豆収穫祭が行われました。さん

しょうの利用者さんや、職員・家族、三和病院の待合

室に置かれた『幸樹』を読んで参加された患者・家族

の皆さんなどが集まって、あんず畑がとても賑やかに。 

枝豆はケアステー

ションゆずの職員が

訪問の合間に草取り

などの手入れをし、天

候にも恵まれ、今年は

よく育ちました。畑で

は子供たちが走りま

わり、大はしゃぎ。 

畑の持ち主の吉岡さんのご好意で、プチトマトやブ

ルーベリーも収穫させていただきました。「ブルーベ

リーってこういう樹に生っているんだ！」と初めて見

た子供たちは大興奮、よい経験になりました。 

畑でお昼ご飯（カレー）・デザート（スイカ）も予定

されていましたが、日中の気温は 34 度になり、暑い

日でしたので、看多機さんしょうのリビングに移動、

さんしょうで待っていた利用者さんと一緒のお昼は、

賑やかな大家族のようで、楽しかったです。子供たち     

 

のカレーおかわりも、前日から仕込みをして頑張った

ゆずの職員は嬉しかったようです。暑かったけれど、

心地良い疲れの楽しい一日となりました。 

清水さんの蕎麦打ち 

ご利用者の清水榮一さん（写真左）は、お仕事が粉

問屋。そば粉も扱っていたため、趣味で蕎麦打ちをは

じめ、施設等で蕎麦打ち実演や教室を開いてきたそう

です。さんしょうでも早速腕前をご披露していただき 

ました。料理も得意で、よく天ぷらをあげてくださ

り、利用者の皆さんを喜ばせてくれています。 

 

●前回報告７月２１日（金）。助言者 武井幸穂氏 

テーマ：看取りケア⑥ 

『一日一日を生きる－須加幸正遺稿集』から 

 参加者 15 名。この本は、武井さんの友人で 1 月に

亡くなられた須加幸正さんが亡くなる前の約1年間に

妻と子供たちへ感謝と伝えたい想いを大学ノート２

冊に書き綴った遺稿を自費出版したものです。 

末期の副鼻腔がんを宣告され、結局在宅緩和ケアを

選択し、「がんとは闘わない。明るく、がん末期を生き

る」と決意をした須加さんの「入舞」ともいうべき日々

が伺われて感動的です。「絶筆の『あなたの夫となれる

ようがんばりました』という言葉が素敵、すばらしい

夫婦関係を想像させます」、「子供たちへのメッセージ

を、新聞等の記事と本人の数行のコメントで伝えると

いう方法がとても斬新、両方が響きあって取り上げた

事項の本質がより鋭く浮き上がってくるようです」等

の感想がありました。 

●次回学習会予定（定例日：毎月第 3 金曜日） 

日時：８月１８日(金)18：30～19：30 

テーマ：看取りケア⑦ 

日野原重明『生き方教室』から 

＊場所：幸樹会館２階 ＊参加自由   


